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1.は じめ に

動詞 「す る」 は実 質的 な語彙的意 味二が希 薄であ り,そ の意味す る もの は単 に

「動作 ・行為」 であって,ど の ような動作 か どの ような事態が生 じたのかについ

て は,そ の結合す る要素 を見 なければわか らない とい う特異 な動詞である1)。 結

合す る要素 は多岐 にわたってい るが,そ の中に本稿 で と りあげる形容詞や形容動

詞があ る。 「す る」が これ らと結合 す ると形容詞 は 「～ くす る」,形 容動詞は 「～

にす る」 となる。本稿 では,こ れ らを考察の対象 とし,「形容詞 ・形容動詞す る」

の意味 と用 法,文 法的機 能,ま た 「す る」 と形容詞 ・形容動詞 との関係性 を捉 え,

多機 能 な動詞 で ある 「す る」 の新 た な一面 を明 らか に して い きた い。 そ して,

「す る」が 日本語の中で どの ように位置づ け られ るか考 えてい く。 なお,本 稿で

は以下,「 形容詞」 の表記で形容詞 と形容動詞 を代表す る もの とす る。

2.「 形 容 詞 す る」 の 意 味分 析 に お け る二 つ の 視 点

まず,形 容詞が動詞 「す る」 と結合 した結果,ど の ような意味 を表すのかにつ

いて考 える。森 田(1977)で は 「CヲD二 す る」 のDに は 「名詞,形 容動詞語幹

が来 るほか,(中 略)形 容詞連用形 を立 てる形 もあ る」 とし 「対象CをDの 状態

に変 える"化 成"」 であ ると述べ ている。 また,『 日本語基本動詞用法辞典 』では

「物 をある状態か ら別の状態 に変 える」,中 北(1993)で は 「甘 くす る」が変化他

動詞0語 に相 当す ると述べている。 この ようにいずれ も先行研 究では 「形容詞す

る」 を変化 を表す他動詞である と捉 えている。

さらに,中 北(1993)で は 「形容詞す る」 の形容詞 の表すサマ には,動 作 ・作

用 の結果 として現れ るモ ノのサマであ る 「結果 の状態」 と,動 作 ・作用そ の もの

の行 われ方 であ る 「様態」 がある とす る。

先行研究 におけ る 「形容 詞す る」の意味分析 とは,ま ず 「形容詞す る」全体が

表す意味,そ して 「形容詞 する」 における 「形容詞」の意味,と い う二つ の視 点
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で考察 されている と考 えることがで きる。森 田(1977)と 辞典は前者の視点のみ

をと り,中 北(1993)で は両者 の視点を述べ てはいるが分析 は後者の視点 に偏 っ

ている。 この二つの視点 は同時に持つべ きものであ り,ど ち らか一つの視点で は

「形容詞す る」 の意味 を適確 につかむこ とは難 しい。

次の例 は,「 形容詞す る」 の結合 を分断 し他 の要素 をその間 に挿入 した もので

あ る。

(1)部屋 を きれ い にす る。→*き れ い に部屋 をす る。(大 塚2007p27(8))

(2)顔を赤 くす る。 →*赤 く顔 をす る。(同 上)

(3)豆を甘 くす る。 →*甘 く豆 をす る。(中 北1993P157(10))

この ように 「形容詞する」 は形容詞 と動詞 とい う二語か ら成 る ものの,形 容詞

と 「す る」 を分離す ることは難 しく,そ の強度 な語結合 はまさに動詞0語 相当 を

なす ものである2)。 まず この点か ら,意 味の分析 には 「形容 詞す る」全体への視

点 を持つべ きで ある。「す る」 だけに視点 を置 いて も 「す る」 自体 は何 らかの動

作 や行為 を意味す るだ けであ り,そ の実質 的な意味 はこの語 自体 にはないため,

動詞の意味を求め ることはで きないか らであ る。そ して,本 来二語であって一語

相 当 になっている 「形容 詞す る」 は,形 容 詞が実質的 な意 味の分担 を,「 す る」

が文法 的機能 の分担 を行 う とい う点で,「 形容詞す る」 の 「形容詞部分」 を分析

する必要がある。同時にこれは 「形容詞」 と 「する」 との関係性 を捉 えるうえで

も重要 な視点であ る。

したが って,本 稿 では 「形容 詞す る」 とい う述語動詞全体 の意味 と,「形容詞

する」の 「形容詞」部分 とい う語結合 の実質的意味 との二つ を同時に考 えてい く

ことにす る。

2.1「 形容 詞 す る」 の意 味一 変 化 の 用 法一

(4)太郎 が ドア をだ め にす る。

(5)息子 が 会社 を立派 にす る。

(6)太郎 が話 をお も しろ くす る。

いずれ も形容詞の表す状 態へ の変化 を表 している。(4)は 「太郎」 が 「ドア」

を 「だめ」 な状態 に変 えた ことを表 し,(5)は 「息子」が 「会社 」 を 「立派」 であ

る状態へ変 えたこ とを表 してい る。 この点か ら,「 形容 詞す る」 には変化動詞 と
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しての意味があるこ とが確認 される。 また,変 化 には変化す る もの,変 化 を引 き

起 こす ものが存在す るので,変 化 を引 き起 こす ものが動作主体 となって,変 化が

引 き起 こされる対象(変 化する もの)が ヲ格名詞句 となる。

そ して,変 化 を表す用法 における形容詞 とは,変 化 の結果の状態あ るいは厳密

に言 えば変化が どこに向か うのか とい う,変 化 の方向性 を表す。結果の状態 とい

う述べ方 は,変 化 の結果 に着 目した ものであ り,「 ドアをだめ に した」 の ような

テ ンスが過去の場合 にはもっ とも符合 した述べ方であるが,「 ドア をだめにす る」

の ようなテ ンスが未 来の場合 には結果が まだ起 こっていないため不 自然 に響 く。

変化 には,変 化 の様 々な局面が存在 し,変 化の始 ま り,変 化の最中,変 化 の終 わ

りが あ り,結 果 とい う語 は変化 の終結部 を指 し示す ことになる。変化事象 には局

面 とは違 う次元 として,そ の局面全体 に関わる変化の方向があ る。つ まりどう変

化す るか ということであ り,そ れ は変化 の始 ま り途中終わ りのすべ ての段 階に関

わる。 したが って,本 稿 では結果 の状態 よ りも,「変化の方 向」 として捉 えるこ

とにす る。

ま とめる と 「形容詞す る」全体 の表す意味の一つは 「変化」であ り,そ の形容

詞部分が表す意味 は 「変化 の方向」であ る。

2.2「 形 容 詞 す る」 の意 味一 行 為 の 用 法一

次 に,中 北(1993)で 形 容詞 の表 す サマ と して も う一つ 示 され た 「様態 」 につ

い て見 て い く。 この用 法 につ い て は 「す る」 の先 行研 究 で は ほ とん ど述べ られ る

こ との なか った 点 で あ る。 以下 は,中 北(1993)で 「様 態 」 の例 と して 出 され た

もので あ る。

(7)太 郎 は先 生 の 前 で は お と な し くす る。(中 北1993,pl58(19))

(8)花 子 は い つ も きれ い に して い る 。(同,p159(24))

(9)先 生 の 前 で は 太 郎 は 静 か にす る 。(同,p159(25))

(7)を動 作 ・作 用 の行 わ れ方 が お とな しい と解 釈 してい るが,一 方 で これ をお と

な しい状 態へ の変化 と考 え る こ と もで きる。 つ ま り,太 郎 はふ だん お とな し くな

い の だ が,先 生 の前 で はお とな しい とい う状 態 に変 化 す る,と い う意 味 で あ る。

また,(8)は む しろ 「きれい」 とい う状 態 に変化 した結 果が 残存 して い る と解 釈 さ

れ る。 この よ うに,「 形 容 詞 す る」 の形 容 詞 が様 態 を表す か,変 化 の方 向 を表 す

か の区 別 は それ ほ ど明確 な もの で はな い。 一方 で,様 態 を表 す と しか解 釈 され な
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い例 もあ る。

⑳花子 は父 か らもらったかばん を大切 にす る。

(1り太郎 はお年寄 りに親切 にする。

これ らは,そ れぞれ形容詞の表す状態で動作 ・行為 を行 うことを意味 してお り,

働 は 「かばん」 を 「大切」 とい う状態 に変化 させ たわけではない。 ま して,(11}に

は変化 を被 る対 象 自体が存在 しない。 したがって,こ れ らの例 における形容詞部

分 は動作 の様態 である と言 える。 この場合の 「形容詞す る」全体 の意味が,具 体

的 に何 を意味す るか につ いて は次節以降で述べ ることと し,こ こでは変化 に対 し

て 「行為」 とい う大枠 で まとめてお くこととす る。

この よ うに 「形 容詞 す る」 に は,「 話 をお も しろ くす る」 の よ うに変化 を表 す

用 法(形 容 詞 は変化 の 方 向)と,「 お 年寄 りに親切 にす る」 の よ うに行 為 を表 す

用 法(形 容 詞 は様 態)と が あ り,さ らに,「 お とな し くす る」 の よ うに変化 と も

行 為 と も言 え る用法 が あ る こ とが わか る3)。 そ れ で は,こ の三 者 の関係 は どの よ

うに な って い るの か,次 節 で 考 え てい く。

2.3変 化用法 ・行為用法 ・両義的なもの

「形容詞す る」が行為 を表す用法 ではその形容詞部分 は 「様態」 を表すが,そ

の表 される動作 ・行為 のほ うは どの ようなものだ と考え られ るだろうか。普通の

動詞 は,そ の動詞 自体が実質的 な意味 を持つ ために一緒 に用 い られ る形容詞の連

用形が示す意味 は,そ れ らの動詞 が担 う具体 的 な動作 ・行為 の行 われ方で あ り,

動作の様態 と言 うに足 るもの となっている。

{12}太郎 が お とな し く食べ る。

⑬ 太 郎 が親切 に教 え る。

(12)は 「食べ る」 動作 が 「お とな しい」 とい うあ り方 で行 わ れ る こ と,(13)は 「教

え る」 行 為 が 「親切 」 とい う様 子 で 行 われ る こ と を表 して い る。 「形 容 詞 す る」

の例 を見 て み る。

(lo)花子 は 父 か ら も らっ たか ば ん を大切 にす る。
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(11)太郎 は お年 寄 りに親切 にす る。

㈹ 太郎 は母 親 に冷 た くす る。

(15}倉庫 の荷 物 は全 部 好 きに して い い。

㈲ 自由 に して い て くだ さい 。

「形容詞 ・形容動詞する」文の構造と意味

「形容詞す る」 は,「 する」 の意味 の希薄 さを結合 す る語 に よって示す とは言 え,

ここで示 され る行為 の意味 は 「扱 う,振 舞 う」 の ような意味 に限定 されてい る。

「形容詞す る」の様態 を表す用法 は,形 容詞 の表す状態の ように扱 う,振 舞 うと

い う意味 を表す とい うことになる。 また,他 動詞 の場合α◎㈲ も自動詞の場合㈲図

(16)もあ る。だだ し,他 動詞の使 い方はそれ ほど多 くはない。

次 に,変 化の用法 では形容詞の表す状態へ 「変 える」 とい う意味 を表す。そ し

て,こ れは他動詞 に限 られる(1)～(6)。

そ して,変 化 と行為 の どち らの解釈 も成 り立つ ものは,そ の どち らの特徴 も示

しうる もの とすれ ば,上 の考察か ら他 動詞が両方の用法 にあるので他動詞の場合

が両義的である と考 え られるのである。 ところが,両 義的である(7)「太郎は先生

の前 ではお とな しくする」 は対象 となる 目的語がない。 これにあ えて 目的語 を付

加 す ると 「?太 郎が太郎 をお とな しくす る」 とな り文 として不 自然であ るため,

他動詞である とは言 えない。 しか し,変 化 は,変 化 を引 き起 こす もの と,そ の変

化 の影響 を受 けて変化す る もの とが存在す る現象 であ るか ら,変 化す る対象が存

在 しなければな らないはずである。そ う考 えれば,形 式 的には明示す ることはな

くとも意味 的には存在す る変化の対象 というものが考え られ るのであ り,そ れ は

この文 で は 「太郎」 とい うこ とにな る。 したが って,変 化 を引 き起 こす主体 も

「太郎」 であ り,変 化す る客体 もまた 「太郎」 である とい うこ とであ り,一 致す

る両者 をどち らも示すのは重複 す ることになるので,明 示する必要がない と考え

られ るのであ る。 この点で,他 動詞であ ると言 える。 しか し,形 式上は 目的語 を

示せ ない とい う点で は自動詞であ り,こ の点が,様 態 を表す用法の解釈 を受 ける

要因 となっている と考え られる。 この ことを例文 に示す と以下の ようになる。

【変化 の用 法(変 化 の方 向)】

(7)太郎 は先 生 の前 で はお とな し くす る。(形 式 的 に 自動 詞)

a.*太 郎 が太 郎 をお とな し くす る。

b.*太 郎 が 自分 をお とな し くす る。

c.太 郎 が 〔自分 自身 を〕 お とな し くす る。(意 味 的 に他 動 詞)
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一方
,行 為 の用法(様 態)の 解釈 では,「 太郎 は先生の前ではお とな しくす る」

は 「お年寄 りに親切 にす る」 と同様 に目的語 を持 たない。 しか し,誰 に対 してか

とい う行為 の及ぶ先 を持 ってい る。誰 に対 して 「親切 にす る」行為 を とるのか,

誰 に対 して 「お とな しくす る」行為 をとるのか,と 言 えば,そ れぞれ 「お年寄 り」

であ り 「先生」 であ る。行為 の間接的 に及ぶ相手 を持つのである。 これを自動詞

の持 つ行為の間接的対象 と呼 び,他 動詞の持つ変化 の直接 的対象 と区別す る。例

文 に示す と以下の ようになる。

【行為の用法(様 態)】

(7)太郎は先生の前 ではお とな しくす る。(自 動詞)

以下の表 は,「 形容詞す る」の意味用法 の連続性 をま とめ た ものであ る(潜 在

的 な要素 は 〔〕 で括 ってある)。

自動詞

〔～ に対 して〕:間 接 的対象

他動詞
～ を:直 接 的対象

変化の用法 X
○ 直接 的対 象(話 をお もしろ く

する)

変化の用法
△潜 在 的 な直接 的対象(先 生の

前で 〔自分を〕おとなしくする)

行為の用法
○ 間接 的対 象(先 生の前でお と

なしくする)

_一 一 →

行為の用法
○ 間接的対象(お 年寄 りに親切

にする)

○直接 的対象(か ばんを大切に

する)

3.共 起 す る要 素 との 関 係 性

「形容詞す る」 と文 中で共起す る要素である主体 や対象が,互 いに どの ような

関係性 を持つのか分析 してい く。中北(1993)で は 「サマ を生起 させ る主体」 と

「サマの持ち主」 に分け 「主体 とサマ の持 ち主が0致 しない場合 のサマ は結果の

状態,主 体 とサマの持 ち主が一致す る場合 のサマ は様態 である(同P159)」 と述

べ ている。

結果の状態(変 化)と 様 態(行 為)と い う両義 の可能性が ある(7)「太郎 は先生

の前 ではお とな し くす る」の よ うな例 を考 えてみる と,主 体 は 「太郎 」であ り,

「お とな しい」 サマの持 ち主 もまた「太郎」で あるので両者 は一致 し,様 態 を表 し
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ている と言 える。 しか し,こ の文の主体(太 郎)と サマの持ち主(太 郎)が 一致

しない とい うことはあ りえない。そ うす ると,結 果の状態の意味はない というこ

とになって しまうが,実 際には結果 の状態(変 化)の 意味 はある。変化 は変化 さ

せ る対象 を持つが,そ れが主体 自身であ る場合 も他者 であ る場合 もあ るか らであ

る。 この例 は,主 体 とサマの持 ち主が一致 していて も結果の状態であ る場合 も見

られ ることを示 してお り,こ の説 明は十分 とは言 えない。

さらにこの説明 に反す る例が見 られ る。それ は(10)「花子 は父か らもらったかば

んを大切 にする」の ようなタイプの文で,主 体 は 「花子」 でサマの持 ち主は 「か

ばん」であるため両者 は一致 しないので,中 北(1993)の 説明では結果の状態 に

なる。 しか し,こ の文 は結果の状態ではな く様態 を表 しているのである。

そ こで,主 体 と対象の関係性 について再度考察す ることにす る4)。変化の用 法

で形容詞が変化 の方向 を示す もの と,行 為 の用法で形容詞が様態 を示す もの とに

分 けて考 える(主 体 は,対 象 は_歪 示す)。また,「なる」動詞文や形容詞文

との関係性 を見 るために,→ 以降にそれ を表示 す る。例 文は一部変 えて再掲す る。

【変化 の用法(形 容詞:変 化 の方 向)】

(5)息子が会社 を立派 にする。→会社が立派 になる。#会 社が立派 だ。ww

(6)太郎 が話 をお も しろ くす る。 → 話が お も しろ くなる。#話 が お も しろい。い

(7)太郎 はお とな し くす る。 → 太郎 が お とな し くな る。#太 郎 が お とな し一
いo

変 化 の 用 法 を見 る と,(5)で は主 体 で あ る 「息 子 」 と,「 立 派 」 の 持 ち主 で あ る

「会 社 」 は0致 せ ず,「 な る」 文,形 容 詞 文 に変 換 す る とサ マ の持 ち主 が主 格 に立

つ 文 に な る。 一 方,両 義性 の あ る(7)は,主 体 で あ る 「太 郎 」 と,「 お と な しい」

の持 ち主 で あ る 「太 郎 」 は0致 して い るが変 化 の 意 味 を表 しうる。 いず れ も 「な

る」 文 との 意 味 関係 は見 える が 、 形 容 詞 文 とは 意 味 的 に異 な る。 「立 派 にす る」

こ とは 「立 派 だ」 とい う こ と とは,ず れ る。

【行為 の用 法(形 容 詞:様 態)】

(7)太郎 はお とな しくす る。 →#太 郎 が お とな し くなる。 太 郎が お とな し
win

い 。

働花子 はか ばんを大切 にす る。→#か ばんが大切 になる。か ばんが大切 だ。

㈲太郎 はお年寄 りに親切 にす る。→#太 郎が親切 になる。太郎が親切 だ。

(15)



行為 の用法 を見 る と,佃 は主体 で あ る 「太郎」 と,「 親切 な」 の持 ち主で あ る

「太郎」 は一致 している。 また両義性のある(7)は,変 化の用法 と同様 に主体 と

対象 は一致 している。 ところが,(10)の ように主体が 「太郎」,対 象が 「かば ん」

で一致 しない もの も見 られる。

こう考 える と,主 体 と対象が一致す るか否 かは,変 化 の方向か様態か を分 ける

要因 とはなっていない と言 える。

さ らに,「 なる」文 と形容詞文 を見 る と,変 化の用法で は 「太郎が話 をお もし

ろ くした結果,話 がお もしろ くなる」 と連続性 を捉 えることがで きるが,行 為 の

用法 では 「太郎がお年寄 りに親切 に した結果,太 郎が親切 になる」わけではない。

また,形 容詞 文 との比較 では 「太郎が話 をお もしろ くす る」 ことと 「話がお も し

ろい」 こととは変化 と状態で あって,示 す内容が異 なっている。一方,行 為の用

法では 「太郎がお年寄 りに親切 にす る」 ことは 「太郎がお年寄 りに親切 だ」 とい

うこ ととほぼ同様 の内容 になっている。つ ま り,変 化 の用法は 「なる」文 との連

動性があ り,行 為 の用法 は形容詞文 との関係性が強 いと捉 えることがで きる。

以上,主 体 と対象 との関係性 におけ る違いが見 られなかった ことか ら,こ こで

は新 た に,先 に まとめた直接 的対象 と間接 的対象 を導入 し,「形容詞す る」 の述

語 内容 の 「対象」 と,そ の述語 内容 を行 う 「主体」 との関係性 として捉 えなおす

こ とにす る。

改めて例文 を確認す ると,次 の ようになる。

【変化の用法】

主体(太 郎)≠ 直接対象(話)(6)太 郎が話 をお もしろ くす る。

主体(息 子)≠ 直接対象(会 社)(5)息 子が会社 を立派 にす る。

主体(太 郎)=直 接対象(太 郎)(7)太 郎 は先生の前で はお とな しくす る。

【行為 の用法】

主体(太 郎)≠ 間接 対象(先 生)(7)太 郎 は先生の前 ではお とな しくす る。

主体(太 郎)≠ 間接対象(お 年寄 り)(11}太郎 はお年寄 りに親切 にす る。

主体(太 郎)≠ 直接対象(か ばん)(1①花子 はか ばんを大切 にす る。

主体 と対象が どの ような関係 になっているか を見た結果,変 化 の用法は直接対

象 を持 ち,そ れ は主体が,主 体 と異な る対象 に対 して変化 を引 き起 こす もの と捉

える ことがで きる。 ただ し,両 義的な文の場合,主 体が,明 示 されない直接対象

である主体 自身に対 して変化 を引 き起 こす特殊 な ものである と考 えられ る。

{16)



「形容詞 ・形容動詞する」文の構造 と意味

行為 の用法は間接対象 が主体 と異 なるもの と,直 接対象 自体 を持ちそれが主体

と一一致 しない ものがあ る。後者は変化の用法 と同 じ関係性 を持 ち,両 者の違 いは

語彙的 な意味 によって決 まる もの と考 え られ る。そ して,両 義 的な文の場合 は,

行為 の用法 として形容詞 が様態 を表す以上,何 らかの対象 を変化 させ る とい う側

面が背景化 してい るのであ り,そ のいみでは直接対象が ない と捉 える用法が様態

の用法 であ ると考 えることがで きる。

したが って,「 形容 詞す る」 において両義性のあ る文 は主体 と潜在 的な直接対

象 が0致 す る文であ り,一 方で行為の相手 を設定す ることので きる文であ ること

がわか った。

4、 「～ を形 容 詞 す る」 を広 く捉 え る

中北(1993)で は 「掃 除 を丁寧 にする」 は 「丁寧 に」 と 「する」 を分離 させ る

ことがで きるこ とか ら 「丁寧 に掃 除 をす る」 と同義であるので,こ れ らを考察対

象 か らはず してい る。 しか し,「丁寧 に」が 「掃 除 をす る」 の間に割 って入 った

か どうかは,「 掃 除 を丁寧 にす る」か らはわか らず,た だそ こには二義性 とい う

現象が見 られるだけであ る。 この点 を考 えてみたい。以下 に例 を示す。

(17)掃除 を簡単 にす る。a.(様 態→:簡 単 に掃 除 をす る。)

b.(変 化 →:掃 除 を簡 単 にす る。)

「掃 除を簡単にす る」 には,二 義性があ り,一 方が様態 を表 し,一 方が変化 を

表 している。 これは 「～ をす る」 を作 れるものに見 られ,上 記 の ようなサ変動詞

語幹だけではな く,次 の ような動作性 の名詞 も同様 である。

(ls)片づ け を簡 単 にす る。a.(様 態 →:簡 単 に片 づ け をす る。)

b.(変 化 →:片 づ け を簡単 にす る。)

これ らの ヲ格名詞句 は動作性名詞であ り,そ れぞれサ変動詞語幹 あるいは 「片付

ける」 の動詞派生語句であ る。 「掃除 をする」 「片づ けをす る」 の語結合 をなす こ

とが可能 である。 この ことと二義性 の問題 とどう関わるか といえば,「 ～ をす る」

の語結合が 中心 になる場合 には形容詞 は動作 の様態 として働 くが,「 形容詞す る」

の語結合が 中心 になる場合 には形容詞 は変化 の方向 として働 くことがわかる。 し

か し,両 者 は文全体 の示す動作や行為 という点で は異 なった もの を示 してい る。

(17)



「形容詞+動 作性 名詞 ヲする」文 では動作の実質的内容 はヲ格名詞句 である動作

性名 詞に よって示 されてい るが,「 動作性名詞 ヲ+形 容 詞す る」 文では動作の実

質的内容 はヲ格名詞句 ではな く 「形容詞す る」全体が示 す形容詞の状態へ の変化

とい うこ とになる。つ まり,(18)aの 動作 内容 はヲ格名詞句 である 「片付 け」 るこ

とであるが,bの 動作 内容 は 「簡単 にす る」が示す 「簡単」 であ る状態へ変化 さ

せ ることである。 さ らに,ヲ 格名詞 は対象で はな く動作 内容 の0部 を表す ことが

大 きく異 なる点 である。つ ま り,「片付 け」 とい う動作 を行 うこ とは確 かである

が,そ のや り方 を 「簡単」 な方向へ変化 させ るわ けであ る。

したが って,動 作性名詞句 を ヲ格 に とり,形 容 詞 を連体修飾 として持つ,「 す

る」文 はその語順が 「動作性 名詞句 ヲ形容詞す る」 の文の場合,行 為(様 態)と

変化(変 化の方 向)の 両義性 を持つ ものがある とい うこ とである。 また,形 容詞

が様態 の意味 を示す場合 は 「す る」 はヲ格名詞句 と結合す るものであ り,形 容詞

が変化 の方向 を示す場合 は 「す る」 は形容詞 と結合 する ものである。

次 に,非 動作性名詞句が ヲ格 に立つ場合 と比較す る。次の㈲¢①のように非動作

性名詞が ヲ格 の場合 には,「形容詞す る」 は変化 または様態 の どちらか を表す。

⑲ 本 を大事 にす る。(○ 様 態,× 変化)

㈲ コ ップ を きれ い にす る。(× 様 態,○ 変化)

また,同 じ様態 を表す用法 で も非動作性名詞の場合 と動作性名詞の場合 は同 じだ

ろ うか。(ls}「片づけ を簡単 にす る(様 態)」 も⑲ 「本 を大事 にす る(様 態)」 も様

態 を表すが,(19)の動作 内容 は述語全体 「大事 にす る」 が示す意味であ り,そ の動

作 を受ける対象が ヲ格名詞 「本」である。一方,⑯ の ヲ格名詞 「片付 け」 は対象

ではな く,動 作 の 内容その もの とな る。様態 を表す形容詞 ○(の副詞的用法)は,

「非動作性 名詞 ヲす る」文 では動作 内容その ものであ り,「動作性名詞 ヲする」文

ではヲ格名詞の示す動作の様態 を示 してい る。同 じ様態 とい って も様態 のあ り方

が異 なってい る。

以上,「 動作性名詞 ヲ形容詞す る」 の二義性 と,様 態 を表す 「非動作性名詞 ヲ

形容詞する」 と 「動作性名詞 ヲ形容詞す る」 の ヲ格名詞句の働 きの違い につ いて

まとめた。それ をまとめ ると以下の ようになる。

動作性名詞 ヲ形容詞スル →(様 態 形容詞+動 作性名詞 ヲスル)*1

→(変 化 動作性名詞 ヲ+形 容詞スル)*3

(ls)



「形容詞 ・形容動詞する」文の構造 と意味

非 動作 性 名 詞 ヲ形 容 詞 ス ル→(様 態:非 動作 性 名 詞 ヲ+形 容 詞 ス ル)*2

→(変 化:非 動 作 性 名 詞 ヲ+形 容詞 ス ル)*4

*1:ヲ 格 名詞=動 作 内容,≠ 対 象 。 形容 詞=様 態 。

*2:ヲ 格 名詞=対 象 。動作 内容=形 容 詞 ス ル。 形 容詞=様 態 。

*3:ヲ 格 名 詞=動 作 内容 の0部 。 ≠対 象 。 動 作 内容=形 容 詞 ス ル。 形 容

詞=変 化 の方 向。

*4:ヲ 格 名 詞=対 象 。 動作 内容=形 容 詞 ス ル。形 容 詞e変 化 の方 向。

しか し,「～ をす る」 の語結合 を作 るこ とがで きるヲ格名詞 は動作性 の名 詞だ

けでな く,非 動作性の名詞 も実は見 られ るのであ る。以下に例 を示す。

⑳ リボ ンを華 や か にす る。

(22)パー テ ィー を盛 大 に す る 。

a

、D

a

、D

(様態→

(変化 →

(様 態→

(変化 →

華 や か に リボ ンをす る。)

リボ ンを華 や か にす る。)

盛 大 にパ ー テ ィー をす る。)

パ ー テ ィー を盛 大 にす る。)

この ように,動 作性名詞が ヲ格 に立つ もの と同様 に非動作性名詞で も,様 態 と変

化の両方 を示せ るものがあ る。様態 を表す場合,ヲ 格 名詞 は動作 の対象で もな く

動作の内容 その もので もない。(21)aの 「リボ ン」 は 「リボ ンをす る」 とい う語結

合で初 めて 「リボ ンをつけ る,結 ぶ,飾 る…」 とい った意味が語結合全体か ら出

現す るものである。 またb変 化 を表す場合 には,「 リボ ン」 は対象 を表 し,「華や

かな」方 向へ変化 を引 き起 こすのが 「形容詞す る」の意味である。鋤 も同様であ

る。 しか し,次 例 の ように様態の意 味を示 せない もの もある。

{23)湿布 を冷 た くす る。

(24)ネク タ イ を 長 くす る 。

a.(様 態 →

b.(変 化 →

a.(様 態 →

b.(変 化 →

??冷 た く湿布 をす る。)

湿布 を冷 た くす る。)

?長 くネ ク タイ をす る。)

ネ ク タイ を長 くす る。)

㈱ は,ぬ る くな って しまった湿 布 を冷 やす こ とを表 す 文 で あ り,様 態 を表 しに く

く両義 性 を持 ち に くい5)。(24)も 様 態 の 意 味 が 出 に くい例 で あ る。 この 点 が,「 ～

をす る」 の語 結合 を持 つ 文 にお け る動 作 性 名 詞 と非 動作 性 名 詞 の違 い であ る。 上

(19)



記 の ま とめ に この点 を加 え る と以下 の よ うに な る。

非動作性名詞 ヲ形容詞ス ル→(様 態:形 容詞+非 動作性名詞 ヲスル)*5

*5:ヲ 格名詞 二動作 内容 に関わるもの,≠ 対象。形容 詞=様 態。

5.変 化 動 詞 と 「形 容 詞 す る 」一 結 果 構 文 との 関 わ り一

ここで,実 質的な意味内容 を持つ動詞でかつ変化の意味 を示す ような動詞(変

わる,作 る,塗 る,切 るなど)と,実 質的 な意味 はほとん どな く,形 容詞や形容

動詞 と結合す ることに よって変化の意味 を示す ようになる 「形容 詞す る」 との違

いについて考察す る。

変化動詞が連用修飾成分 と共起す ることによって結果 を表す ような構 文 は 「結

果構文」 と呼ばれ,こ れまで さまざまな研 究が なされて きた。本稿 で扱 っている

ような,形 容詞が副詞的に働 き変化 の結果 の側面 を表す もの も取 り上 げ られてい

る。そ こで,語 彙 的意味のある変化動詞 を持つ結果構 文 と,希 薄 な意味 しか持 た

ないため結合 す る形容詞に よってその実質的な意味 を示す 「する」文 とが,そ の

変化 と結果のあ り方 において,ど う異 なるか考察す る。

結果構文の包括 的研 究 としては仁 田(2002)が あ り,日 本語 の副詞 的表現全体

を とりあげ多 くの実例 をあげなが ら分析 ・記述 を行 っている。 また,結 果構文 に

ついて詳細 に述べ ている ものに宮腰(2007)が あ り,結 果 を表す ような文成分 を

広 く結果句 と呼 び,日 本語 における結果構 文 につ いて先行研 究 を詳細 に分析 しな

が らその定義 と分類 を提案 している。その他,多 くの先行研究が見 られ るが,副

詞的な修飾成分 に焦点が当たってい るため に,動 詞 については0般 的な語彙 的意

味 を持つ実質動詞 に限 られ,「 す る」動詞が用 い られた用例 をこの中に見 出す こ

とはで きない。 しか し,「す る」とい う動詞 に対 して形容詞が連用修飾成分 として

働 くことは以上 の考察 で も明 らかなため,結 果構文の分析 の範疇 に入 る ものであ

る。 また,本 稿 の立場 か ら言 えば,こ ういった一般的 な実質動詞 と連用修飾成分

との関係性 と,「 す る」動詞 とそれ との関係 性 を比 較す ることに よって,「 す る」

の姿が より明 らかにで きるはずである。 したが って,特 に宮腰(2007)に 見 られ

る種 々の結果構文 の例 をもとに,「 す る」が どう位置づ け られ るか検証 してい く

こ とにす る。ちなみ に,宮 腰(同)で は 「す る」動詞文は0例 もな く,す べて実

質的な意味 を持つ変化動詞 について考察 してい る。

(ZO>



「形容詞 ・形容動詞する」文の構造と意味

5.1動 作 を被 る対象の変化

宮腰(2007)は,結 果句が状態描写 しているモ ノの種類 に応 じて4つ の タイプ

に分類 してお り,「形容詞す る」 はその中の 「被動作主志向」 の タイプに該 当す

る。つ ま り,行 為 が遂行 された結果あ る影響 を被 るモノである 「被動作主」 に対

して形容詞が状態描写 してい るとされ るものであ る。具体 的には 「一郎が壁 を白

く塗 った」 の 「白 く」 は 「(壁をペ ンキで)塗 る」 とい う変化事象 の結果相 にお

けるモ ノ(壁)の 状態 を表 してお り,壁 は行為 の影響 を被 ったモノなので被動作

主志 向の結果句 となる と考 えてい る。 この説 明は妥 当な ものだが,「 す る」 をこ

の例 にあてはめて作 る と以下の ようになる。

(25)a.0郎 が 壁 を 白 く塗 っ た 。(宮 腰2007,P102)

b.一 郎 が 壁 を 白 く した 。

(25}bに宮腰(2007)の 説明 を用 い ると,「 『白 く』が 『(壁をペ ンキで)す る』 と

い う変化事象の結果相 におけるモ ノ(壁)の 状態 を表 してお り」 とな りおか しな

説 明 となる。 「塗 る」 は単独 で どの よ うな変化 が起 こるか につ いて明 白であ り,

その動 詞 自体が持つ変化事象が どの ような結末 を迎 えるかについて述べる ことが

可能である という語彙的 な前提がある。 しか し 「す る」 にはその ような実質的 な

変化の意味は持ち合 わせてお らず,し たがってそれが変化 を表す ことになるのか

さえ単独で はわか らないのである。語彙 的に変化の意味 を持 つ実 質的な動詞 と,

語彙的 に変化 の意味を持つか定かではない仮定 的な動詞 との違いが両者に見 られ

る。 さ らに後半の説明 「壁 は行為 の影響 を被 ったモ ノなので被動作主の結果句 に

なる」 における,そ の 「行為」 とは 「す る」 ではな くあ くまで も 「白 くす る」 な

のである。 「白 くした結果 白 くなった」 とは重複 であ り,こ ういった形での説明

が で きない ことに 「形容詞する」 の特徴が ある。 この点は仁 田(2002)で,「 結

果 の副詞」 の確認方法 と して 「N{ガ/ヲ}+結 果 の副詞+V→Vし た結果,N

ハ+結 果 の副詞+{ダ/ニ ナ ッタ}」 をあげてい る。 これに上記 の例 を入れ る と

「壁 を白 くした」→ 「した結果,壁 は白 くなった」 とな り,言 い換 えが可で ある

とは言 えない。 しか し,こ の例の 「白 く」が結果 を表す ことは確 かなので,こ の

説 明があてはま らない ことになる。

5.2産 出 され る対 象 と変化 一 「す る」 文 の 二義 性一

また,「 花 子 はパ イ を美 味 し く焼 い た」 は 「花 子 は美 味 しいパ イ を焼 い た 」 の

(21)



文 と交替可能である とい う特徴 を持つ とされ る。一方 「壁 を白 く塗 った」 は 「白

い壁 を塗った」 と交替不可能 であ るために,両 者 の結果構 文 は異 なるタイプの も

の として分類 されている。

㈲a.花 子 はパ イ を美 味 し く焼 い た。(宮 腰2007,P105)→ 花 子 は美 味 しい

パ イ を焼 い た。

b.?花 子 はパ イ を美 味 し く した。 →*花 子 は美 味 しいパ イ を した。

吻 花 子 は きんぴ らを辛 くした。 →*花 子 は辛 い きん ぴ らを した。

㈲ 花子 は卵焼 きを甘 く した。 →*花 子 は甘 い卵 焼 きを した。

いずれ も連体修飾の形の文 と交替不可能であ り,{26)aの 結果構 文 とは異なる よ

うに見 える。 しか し,こ れ らはそれ以前 に形容詞 と動詞の結合が強いために,両

者 を引 き離 して連体修飾構 造の文 に直す ことがで きないのである。統語的操作 に

よる比較 はで きない ものの,こ れ らの 「す る」文が 「壁 を白 くす る」 の タイプの

文(被 動作 主志 向)と は異 なることは,対 象 と変化 との関係性の違いか ら明 らか

である。⑳aは,宮 腰(2007)で は 「産物志向」 の タイプに分類 され,行 為 が遂

行 された結果,生 み出 されたモ ノの状態 を描写 していると してい る。吻 も 「辛 く

す る」行為 の結果,生 み出されたモノである 「きんぴ ら」 の状態が 「辛い」ので

あ る。 同様 に,fig)は 「甘 くした」結果生 み出 されたモノである 「卵焼 き」の状態

が 「甘 い」のであ り,新 しく産み出 されたモノが対象 をとっている。

それでは,吻 「きんぴ らを辛 くす る」 と 「きんぴ らを辛 く作 る」は まった く同

じ意味 を示す と言 えるだろ うか。 「作 る」文 の 「辛 く」 は 「作 る」行為 の結果 で

きあが った 「きんぴ ら」の状態 を示 してお り,対 象 であ るモノは動作 の結果生 み

出 され,動 作以前 には存在 しない。一一方,「 す る」文 は,対 象 となるモノが動作

の結果生み出 されたのではな く,動 作 以前 にすで にで きあが っていたモ ノであっ

て,そ れ を 「辛 く」変 えた とも解釈 される。この解釈 は 「被動作主志向」であ り,

この ような解釈 は 「作 る」文 にはあ りえない。 しか し,先 ほ ど述べ た とお り 「辛

くす る」行為 は変化 であ りなが ら同時 に対象であ る 「きんぴ ら」 を 「辛い きんぴ

ら」 に新 しく作 りだ した とも解釈 され るの で,「 産物志 向」 で もあ る。 これが,

よ りはっ きりす る例 は 「今 日の きんぴ らは辛 くして くれ」 の ような文で,こ れか

ら作 り出 される産物 であ る きんぴ らについ て述べ てい る。 したが って,「 す る」

文 は,「 産物志 向」 と も 「被動作主志 向」 とも解釈 される ものである6)。 圏 も同

様 に,対 象 は産物 とも被動作主 とも解釈 され る。
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5.3「形容詞 する」の多義性

こ こでは,変 化動詞 文 との比較 か ら,「 形容詞す る」述語が示 しうる変化 の意

味の多義性 について ま とめ る。前 節の二義性 は,「 形容 詞す る」述語 の 「変化 」

とい う一つの意味 に,形 容詞部分 の描写す る対象 が 「被動作主」 と 「産物」 の二

つが考 え られ るとい うものであ り,本 節での多義性 は 「形容詞す る」述語 の意味

自体が複数あることを示す ものであ る。

㈲ 太 郎 が壁 を黒 くす る。

(30)花子 が粘 土 を小 さ くす る。

(31}花子 が 髪 を きれ い に して きた。

どの よ う な意 味 を これ らの 文 か ら読 み 取 る だ ろ うか 。㈲ は 意 味 と して 「汚 す 」

「塗 る」 「変 え る」 な どが 考 え られ,(30}は 「ま とめ る」 「分 け る」 な ど,(31)は 「洗

う」 「切 る」 「結 う」 な どが考 え られ るの であ る。 これ を実 質 的 な意 味 を持 つ 動 詞

に替 えた場 合 は,そ の動 詞 の持 つ 意味 に文 の意 味 は限定 され る。

(2g}太 郎 が壁 を黒 く{塗 る/汚 す/変 え る…}。

⑳ 花子 が 粘 土 を小 さ く ぼ とめ る/分 け る…}。

(31}'花 子 が 髪 を きれ い に{洗 って/切 って/結 って …}き た 。

「塗 る」 は 「汚 す 」 こ とで は な い し,「 ま とめ る」 は 「分 け る」 こ とで は な い。

「洗 う」 「切 る」 「結 う」 はす べ て異 な る動作 で あ る。 しか し,こ れ らすべ て の動

作 ・行 為 を共起 す る要 素 に した が って表 しうるの が 「す る」 とい う動 詞 であ る こ

とが わ か る。 そ の意 味 の 限定 は,コ ンテ クス トに よ って な され る。 「形容 詞 す る」

文 は,形 容 詞 の対 象 に関 わ る意 味 の あ り方,さ らに動 詞 自体 に 関 わ る意 味 の あ り

方 の,二 方 向 か ら,多 義 性 を示 す もの で あ る。

以上,先 行研 究 にお ける結果構 文か ら 「形容詞す る」 を考察 した。その結果,

結果構 文の説明 は 「形容詞す る」にそのまま用い ることはで きない ものであった。

その理由は,こ れ まで述べ た とお り動詞 としての振 る舞 いが異な ることによる も

ので,「 形容詞+変 化動詞」 とは異 な り,「形容詞す る」 では じめて変化 を表すの

であ り,そ の結合の強度は実質動詞 としての変化動詞 の場合 よ りも高い と考 える

ことがで きる。 また,形 容詞 と対象 との関係性の違 い,動 詞 の表す動作 ・行為 の
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多 義性 な どを指摘 した 。 したが っ て,結 果構文 の研 究 にお い て も 「形 容 詞 す る」

はそ の 他 の動 詞 と同 じ扱 い は で きな い。 ま た,結 果構 文 で は,「 結 果」 をキ ー ワ

ー ドに ま とめ て い るが ,「 す る」 は あ くまで も実 質 的 な意 味 の希 薄 な動 詞 で あ る

た め に 「す る」行 為 の結 果,結 果 の 副詞 ・結 果 句 の状 態 に な った とは言 えず,結

果 構 文 で 言 う結 果 と同義 に捉 え る ことはで きない7)。 そ こで,本 稿 で は,結 果 で

はな く 「変化 の方 向性 」 と名 づ け た8)。

6.ア ス ペ ク トと テ ン ス

こ こで は,ア スペ ク トとテ ンス の観 点 か ら 「形 容 詞す る」文 を考 察 す る。 これ

まで,見 て きた とお り,そ の表 す 意味,対 象 と形 容 詞 の 関係,形 容 詞 と動 詞 の 関

係 な どか らア スペ ク トや テ ンス の あ り方 も多 様 で あ る こ とが 考 え られ る の で あ

る。

6.1動 作(様 態)の 用法における 「形容詞 してい た」

中北(1993)で は,「 過去 の一時点で実現 した一回的な ことが ら」 として表現

した場合,結 果の状態 を表す場合 は過去形 「シタ」 にす る ことがで きるが,様 態

の場合 は過去形で はな くアスペ ク ト表現 を用 いて 「シテイ タ」 に しなければな ら

ない と述べ ている。次がその例 であ る。

{32}その 日 に限 って,花 子 は卵 焼 きを甘 く した 。(中 北1993,p160)(結 果 の

状 態)

(33)その 日に限 っ て,太 郎 は{*お とな し くした/お とな し くして い た}。(同)

(様 態)

しか し,こ れ は 「過 去 」 だ けで な く,「 現在 」 の 一 時点 で実 現 した一 回 的 な こ と

が らにお い て も同様 で あ る(33)'。さ らに,{34)の よ うに同 じ様 態 の意 味 を表 す もの

で も 「シ タ」 が 可 能 な もの もあ る9)。

(33)'今 日に 限 って,太 郎 は{*お とな し くす る/お とな し くして い る}。(様

態)

(34)太郎 はお年 寄 りに 襯 切 に した/親 切 に して い た}。(様 態)

様 態 を表 す 場 合 に 「シテ イ タ」 にな る理 由 を,「 様 態 は動 作 ・作 用 そ の もの の
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「形容詞 ・形容動詞する」文の構造と意味

行 われ るサ マ であ り,動 作 ・作 用 の 始 ま りとと もに生起 したサ マ は動作 ・作 用 の

終 わ りとと もに消 滅 す る(中 北1993,pl60)」 か らで あ る と説 明 してい る。 また,

「Aス ル とい う コ トが そ の時 点 で は実 現 して い な い仮 定 表 現 な どの場合 は,ま だ

その サ マ も生起 してい ない ので この違 いが あ らわれ ない(同)」 と して,「 太 郎 は

腕 白 で仕 方 なか っ たが,花 子 先 生 に注 意 され た 時 だ け は いつ もお とな し くした

(様態)」 の 例 をあ げ て い る。 しか し,こ の例 は 「注 意 され た時 」 に 限 って,「 お

とな し く」 ふ る まった とい うこ とであ り,過 去 の テ ンス は話 者 が 現在 とい う時 間

軸上 の一 点 に立 って,過 去 に まな ざ しを向 けて述 べ る場合 で あ り,現 在 時 か らす

れ ば実 現 さ れ た こ とを 表 して い る。 しか も,こ れ は実 現 か 非 実 現 か とい え ば,

「花 子 先 生 に注 意 され た 時」 と と もに実 現 す る こ とを表 して い る。 様 態 の解 釈 に

はそ こに変 化 の解 釈 の 可 能性 を持 つ もの もあ る こ とを述べ た が,「 お とな し くす

る」 は,ア ス ペ ク ト形 式 を付 加 しない場合 には様態 よ りも変化 の局 面 が前 面 に出

て くる の で あ り,「 お とな し くした」 は様 態 よ りもむ しろ 「お とな し くな っ た 」

とい う こ とを意味 して い る。 そ して一 時 点 にお け る実 現 を表 しに くい よ うで あ る

(「*{そ の 日/昨 日/3時 頃},太 郎 は お とな し くした」)。これ は,変 化 と様 態

の 二 義性 を持 つ 文 だ けで な く,様 態 の み を表す 文 で も似 た よ うな こ とが 言 える 。

「男 は形 見 の壺 を大 切 に した」 は,「*そ の 日,男 は形 見 の壺 を大切 に した」 と一

時点 で は不 可 とな る。 また,一 時 点 で は ない とい うこ とは,現 在,あ るい は過 去

とい う広 が っ た時 間 にお いて,主 体 が そ の よ う な動作 ・行為 を行 う とい う こ とに

な り,次 の よ うに全 ての テ ンス ・アス ペ ク トが 可 能 とな る。あ るい は,主 体 を主 題

化 し,そ れが どの よ うな属 性 を持 つ か示 す よ うな文 と して ル形 で現 在 を表す 。

(7)'太 郎 は先 生 の 前 で は{お とな し くす る/お とな し く した/お とな し く し

て い る/お とな し くして い た}。

6.2「形容詞 している」文 のアスペ ク ト的意味

次 に,テ イルにお けるアスペ ク ト的意味 を確 認 してい く。次章で,形 容詞文 と

の関係性か ら改 めて述べ るので,こ こでは簡単 に記述す る。

まず,「 動作 の継続相」 を示す もの と して は行為(様 態)を 表す用法 の もの,

例 えば 「花子 は父 か らもらったか ばん を大切 に している」 「太郎 はお年寄 りに親

切 に している」 な どが ある。 また,変 化(変 化 の方向)を 表す用法 の もの,例 え

ば 「花子が粘土 を小 さ くしている」「太郎が ドアをだめに している」 な どがあ る。

後者 は変化動作の継続 とも言える。
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次 に,「 変化 の結果 の継続相」 を示 す もの としては変化(変 化の方向)を 表 す

用法が これにあた り,例 えば 「顔 を赤 くしている」 「目を丸 くしている」「髪 を長

くしている」 などがあ る。変化 の用法 は,そ の変化 の変化過程 を表すテイル と変

化の結果残存 を表す テイルが可能である。

そ して,当 然,こ の両方 の意味 を表 しうるもの もあ り,例 えば 「一郎 が壁 を白

くしてい る」 は白 くしつつある動作 の継続相,白 くして しまった結果状 態の継続

相 の どち らも文脈 に よって示 しうる。他 に 「花子 が髪 を きれい に してい る」 「太

郎は先生の前 ではお とな しくしてい る」 な どがある。変化 の用法 または,変 化 と

行為 を表す用法 の ものが見 られる。変化結果 の継続相 を表す場合 は,主 題化 され

るほ うが 自然 である。

以上 の,三 つの タイプはいずれ も 「形容詞 してい る」 だけが決定するので はな

く,特に対象 となるヲ格名詞 が どの ような もの として述語 と関係す るか によって,

そのアスペ ク ト的意味が決定 され るもので ある。 「目を丸 くしている」 は変化結

果 の継 続相 を表すが,「 お餅 を丸 くしている」 は動作 の継続相 を表 し,「後 ろ髪 を

丸 くしている」 はその両方の可能性 がある。

次 に,ア スペ ク ト的意味 しか表 さない ものがあ る。以下 に例 をあげる。

(35}太郎 は元 気 に{し て い る/*す る/*し た}。

(36)太郎 は忙 し く{し て い る/*す る/*し た}。

(37)太郎 は恨 みが ま し く{し て い た/*す る/*し た}。

(38)太郎 は英 語 を得 意 に{し て い る/??す る/??し た}。

これ らはル形 ・タ形が存在 しない,あ るい は言 いに くい。意味的 には形容詞文の

「太郎 は元気 だ」 「太郎 は忙 しい」「太郎は恨みが ま しか った」 「太郎 は英語が得意

だ」 と同 じで あ り,変 化や動作の開始 も終了 も表す ことのない,た だ現在 あるい

は過去の時点での状態 を述べ ている。

7.「 形 容 詞 す る」 文 と形 容 詞 文 との 関係 性

前章 では以下 の ような例 をあ げて,「 形容詞す る」 とい う動 詞文が形容詞文 と

同 じ意味 を表す ことを述べ た。 またそれ は 「形容詞 している」 と 「形容 詞一語」

とが置 き換 えられ る(格 の交替 のあるもの もある)と い うことで もある。

(2)'子 供 が顔 を赤 くして い る。 → 子供 は顔 が赤 い。
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「形容詞 ・形容動詞する」文の構造と意味

{39}彼女 は髪 を長 くしてい る。 →彼 女 は髪 が長 い。

(35)太郎 は元気 に して い る。 → 太郎 は元気 だ。

岡 太 郎 は忙 し くして い る。 →太 郎 は忙 しい。

形容詞文 も 「形容詞する」文 も,ど ち らも形容詞 を述語内に持つために,当 然 な

が ら意味的な近似性が あるが,「 形容詞す る」 はその結合 度の強 さか らも動詞一

語相 当 として述語の役割 を担 ってお り,動 詞であ りなが らも形容詞 の性質 を示 し

ている とい う点が特徴的である。

「形容詞する」 は動詞であるために,動 きを表す。 そ して,ル 形や タ形 は動 き

の開始 の局面や終了の局面 を表す ため に,状 態 を表 さない。 この点が動詞文であ

る 「形容詞する」 文 と状態 を表す のを主 たる機 能 とす る 「形容詞」文の違 いであ

る。

(2)"a.子 供 は父 に会 う と顔 を赤 く した。 →#子 供 は父 に会 う と顔 が赤 か っ

た。

b.子 供 は怒 る と顔 を赤 くす る。 →#子 供 は怒 る と顔 が 赤 い。

「赤 い」 へ の 変化 を表 す 「赤 くす る」 が 成 立 した結 果 が継 続 す る形 で状 態 を示 す

よ うに なる 「赤 く してい る」 が 「赤 い」 に通 じる もの なの で あ る。 また,「 す る」

が アス ペ ク ト形 式 を持 つ こ とに よっ て,そ の 変化 の過 程 を暗 示 す る こ と とな り,

「赤 く して い る」 文 で は単 な る状 態 だ け で な く,そ の発 生 と消滅 を含 ん だ もの と

して,現 在 の時 点 で 「赤 い」 こ とを示 す こ と とな っ てい る。(39}「髪 を長 く して い

る」 と 「髪 が長 い」 との類似 性 も同様 で あ る。

一 方
,前 節 で も述 べ たが{35}(36)はそ の動 作 の 開始 と終 了 を含 む こ とは な く,状 態

だ け を差 し出 して い る。 そ の点 で は形 容 詞文 と同 じで あ るが,一 時 点 にお け る状

態 とい う点 で は形 容 詞 文 の ほ うが 強 く,「 形 容 詞 す る」 文 は テ イ ルの もつ継 続 性

を い く らか 示 しうる とい う違 い が あ っ た。

そ れ で は,「 形 容 詞 す る」 文 の す べ て が テ イ ル形 で 形 容 詞 文 との 置 き換 えが可

能 か とい う と,そ うで は な く,形 容 詞 文 と意 味 が異 な る もの も見 られ る。 こ こで

は,特 に形 容 詞 文 と置 き換 え可 能 か 否 か,形 容 詞 文 との 関係 性 を探 って い く。

7.1「形容詞 している」の意味 と形容詞文一 アスペ ク ト的意味一

「形容詞す る」 のテ イル形が形容詞文 と関係性 があることがわか った。 ここで
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は,テ イルの意味 と形容詞文 との関係 について詳細 に考察す る・

7.1.1変 化 の結 果 の継 続(変 化 の 方 向)

テ イ ルの ア スペ ク ト的意 味 と して,変 化 を表 す用 法 の場 合,そ の変化 の結 果 が

残 存 して い る と考 え られ る もの が あ る(2)'(39)。 形容 詞 文 と比 べ るた め に例 文 を加

え る。

{40)花子 は ス カー トを短 くしてい る。 →花 子 はス カー トが 短 い。

(41}今日は大根 を安 くして る よ。 →今 日は大 根 が 安 い よ。

(42)花子 は 目を丸 く してい る。 →#花 子 は 目が丸 い。

変 化 が終 了 して,そ の 結果 が 残存 して い る こ とを表 してい るの で,形 容 詞 文 と似

て い る。 た だ し,{42)の よう に慣 用句 的 な表現 で,形 容詞 文 との意 味 が 異 な って い

る もの もあ る。

7、1.2変化 の継 続(変 化 の方 向)

(43)目の前 で シ ェフがパ ン生 地 を どん どん大 き くしてい る。→#パ ン生 地 が大

きい。

團 シ ェ フが ピザ を薄 く して い る。→*シ ェ フは ピザが 薄 い 。

(1)'花 子 は掃 除機 を持 って部 屋 を きれ い に してい る。 →#花 子 は部屋 が きれ

い だ。

このように,ま さに変化が進行中であることを表す場合 には,進 行中であること

と状態であるこ とには大 きな差があ るのは当然 であ り,形 容 詞文 との関係性 はな

い と言 っていい。 これ らの例 はいずれ も変化 しつつある様子が描写 され,動 作性

の強い文である と考 えるこ とがで きる。

前 章 で も述 べ たが,「 形容 詞 して い る」 が 様 々 な文脈 の 中 に出現 して,そ れ ら

の助 け に よって,変 化 結 果 の継 続 あ るい は変 化 動作 の継続 を表 す 。 そ の うち,形

容 詞 文 と関係性 が あ るの は前 者 で あ り,(40}「 ス カー トを短 く してい る」 も針 と糸

を持 って ス カー トの裾 上 げ を して い る最 中 で あ る こ とを示 す 文 で は な く,そ の動

作 の 結 果が 残存 して い る文 が 「ス カー トが短 い」 と似 た もの とな る。
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「形容詞・形容動詞する」文の構造と意味

7.1.3動 作の継続(様 態)

様態 を表す 「形容詞する」 は,テ イル形 になった場合,動 作が継続 中であ るこ

とを表す。すでに変化 を表すテイルは同様 に動作 の継続 を表 し,形 容詞文 と関係

性 が無 いこ とを見 た。進行 している最中の動作 はその動作性 の強 さゆえに,形 容

詞文 とは異 なる もの と考 え られる。 しか し,様 態 を表すテイル文 には継続中の動

作 であ りなが ら,形 容詞文 と言 い換 え可能 な ものが見 られるのである。

(45)ちょっ と子 供 が1が し くして い るか ら,電 話切 るね。 → ち ょっ と子 供 が 騒

が しいか ら,電 話切 るね 。

(46)うる さ く して いて よ く聞 こ えな い。→ うる さ くて よ く聞 こえ ない。

㈲ ち ょう ど不 機 嫌 に してい るみ た いだ。 → ち ょう ど不機嫌 み たい だ。

㈲ は,「 騒が しい」様態で 「子供」 がふ るまっている ことを表 してい るとい う点

で,動 作が進行 中である と捉 えることがで きる。今,ま さに 「騒が しく」行為 し

ている最 中である。しか し,こ の文の実質的な意味 は動詞で はな く形容詞 にある。

そのため,進 行 中の動作 はそれが進行 している過程である ことを示 して も,意 味

的に形容詞 に依存す るので結果 的に形容詞文 と同等の意味を示す。つ まり,変 化

しつつあ るという動作 ではな く,0定 の動作 が続 いているだけの一定 の有 り様 を

差 し出す ものであ り,動 作性 は弱い。

しか し,様 態 を表す テイル文がすべ て形容詞文 と言い換 え可能であるとい うわ

けではない。

⑳'あ,太 郎 が お 年 寄 りに親切 に して い る。偉 い な。 →*あ,太 郎が お年 寄

りに親切 だ。

(14)'あ れ見 て,太 郎 が母 親 に冷 た くして る。 →*あ れ見 て,太 郎 が母 親 に冷

た い。

動詞文 は眼前 の様子 を描写 している文(状 態描写)で あ り,形 容詞文は同 じ意

味 を表そ うとす ると形容詞文 を使 うことがで きない。逆 に言えば,こ の タイプの

形容詞文 は眼前 に展 開されてい る様子 を捉 えて,そ の人物 の状態 を述べ るこ とは

で きない とい うことになる。そ して,そ の形容詞文 が何 を示すか といえば,主 体

の持 つ属性 を述べ る とい う機能(属 性叙 述)を 持 っているので ある(そ の場合,

よ り自然 なのは有題文)。 この タイプ と限定 したのは,先 述の形容詞文は眼前の,
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現 在展 開 しつ つ あ る状 況 につ い て述べ る こ とが可 能 だ ったか らで あ る。lo)

7.1.4そ の他

状 態 描 写 で は な く属 性 叙述 の文 であ っ て,形 容 詞 文 と言 い換 え可 能 な 「形 容 詞

す る」 文 を見 て い く11)。

(7)"太 郎 は先 生 の前 で はお とな し く して い る。→ 太 郎 は先 生 の 前 でお とな し

いo

(9)'先 生 の前 で は太郎 は静 か に して い る。 → 先 生 の前 で は太 郎 は静 か だ。

(38)'太 郎 は英 語 を得意 に して い る。 →太 郎 は英語 が 得 意 だ。

⑯'こ の 子 は家 で は うる さ く して い る。→ この子 は家 で は う るさい 。

{47}'祖 父 はいつ も不機 嫌 に して い る。 →祖 父 はい つ も不 機 嫌 だ。

これ らのテイル文 は,眼 前 に展 開 され る進行 中の動作 で はな く,主 体 が持 つ特

徴 ・性質 としての属性 を叙述する ものである。 アスペ ク トは,動 作 のある局面 に

あ ることを示す文法的 カテゴ リーであるが,こ れ らは動作 の どの局面 にあるか と

い うことを超越 してい る12)。それ は副詞 「いつ も」がつ いて,主 体 がそ の動作

を広げ られた現在時制の中で継続 してい ると解釈す ることも可能 だが,そ れ はす

で に形容詞文がその時制の中でその状態である ことを指 し示 しているの と変 わ ら

ない。ただ,形 容詞文の場合 には,「 いつ も」 「人前では」 な どの時や場面 の限定

が な くて も構 わないの に対 し,「形容詞 してい る」 文では これ らの要素が ない と

す わ りが悪 い場合 もある。 それは,継 続相 の他 の意味が現れて しまう可能性があ

るため,あ くまで属性叙述 であることを補足成分であるそ の他 の文の要素 に求め

たか らではないか と考 えられる。 また,属 性 の場合 には,誰 か について取 り上 げ

て述べ る とい う態度 をとるために,文 としては有題文のほ うが 自然であ る。

⑳'太 郎 はい つ もお 年寄 りに親切 に して い る。 →太 郎 はお 年 寄 りに親切 だ。

(14)"太 郎 は母 親 に いつ も冷 た く してい る。→ 太 郎 は母 親 に冷 たい 。

以上,「 形容詞す る」文 と形容詞文 との関係 について見て きた。 「形容詞す る」文

はテイル形 で形容詞文 との近似性 を示す こ とがわか った。 さ らに,そ の 「形容詞

している」文 は,ま さに眼前 で進行 してい る変化 の動作 を表す場合 には,そ の動

作性 の強 さゆえに形容詞文 と言 い換 えがで きない。 しか し,同 じ進行 中の動作 で
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「形容詞・形容動詞する」文の構造と意味

あって も様態の場合 には,動 作性 が弱 い場合 には形容詞文 と言い換 え られる。 ま

た,主 題の属性 を表す様態 の場合 には形容詞文 に近似 す る。 したが って,「 形容

詞す る」文 は,そ の動作性が弱 まる ときに形容詞文 と同 じ特徴 を示 し,動 詞であ

りなが らも,そ の意味の希薄性 に よって形容詞の ような特徴 を帯 びることが可能

になってい る と考 え られるのであ る。 これ もまた,「 す る」の持 つ多様 な機能 の

0つ として捉 え られ るものである
。

7.2「 形容詞 する」 の意味 と形容詞文一 テンス的意味一

「形容 詞す る」 のル形 とタ形 のテンス的意味 を確認 したい。形容詞文 と関係性

が見 られるのはテイル形であるこ とがわか ったが,ル 形 とタ形 では関係性が見 ら

れないだろ うか。

(48)a.花 子 は髪 を短 くす る。 →#花 子 は髪 が 短 い。

b.花 子 は髪 を短 くした。 →#花 子 は髪 が短 か った。

変化の用法 の場合 には,ル 形が変化 の開始 を表 し,未 来 を表す。形容詞文の未

来時制 は 「明 日」 とい う時の副詞 によって支 え られた として も 「*明 日花子 は髪

が短 い」 で,そ の ままでは未来 を示す ことがで きない。 また,タ 形 は変化 の終了

を表 し過去 を表す。形容詞文は過去 を表すが単 にそ うい う状態であったことだけ

を示 している。

⑳"a.太 郎 はお 年 寄 りに親切 にす る。 → 太 郎 は お年 寄 りに親 切 だ。

b.太 郎 はお 年寄 りに親切 に した。 → 太 郎 は お年 寄 りに親 切 だ った。

様態 の用法の場合 には,ル 形 は現在 を表 し,通 常有題文で属性 を表す。形容詞

文 は,終 止形で現在 を表 し,や は り有題文で属性 を表す点で類似 している。また,

タ形 は過去の行為 を表 し,形 容詞文 は行為 ではな く状態 を示すが,ど うだったか

を表す とい う様態の面では,類 似 してい ると考 え られる。

「形容詞す る」文の,変 化 ではな く様態を表す文 は,形 容詞文 との類似性 が見

られる と考 えられ る。 それは有題文で属性 を表 し,示 す テンス的意味が未来では

な く現在である点 に共通点が見 られるか らであろ う。
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7.3形 容詞文 との近似性一 人称制限,程 度副詞修飾,比 較表現一

ここで は,さ らに形容詞 との近似性 を見 るため に,こ れ まで も用 いた人称制 限

と程 度副詞 に よる修飾,比 較 表現 について簡単 に確認す る。拙稿(2007)で は,

「形容詞す る」 文 として 「部屋 をきれいにす る」 「顔 を赤 くす る」の二例 だけ を取

り上 げ,い ずれ も変化 を表す ものであ った。 ここでは,新 たに動作 を表す もの も

加 え検証す ることとす る。 なお,ル 形 は変化や動作 の開始の局面 を描 くため動作

性が強 く,形 容詞の状 態性 と相容 れない。そのため,テ イル形 に よって形容詞 と

の近似性 を構 文的に確 認 してい く。

7.3.1人 称制限

人称制 限は感情 ・感 覚 を表 す形容 詞文 に特 徴 的であ る こ とが 知 られてい る。

「形容詞す る」 文 においては,ま ず,感 情や感覚 を表す 「形容詞 す る」が あるか

どうか とい うことが焦点 になる。 これ まで見 た とお り,「形容 詞す る」 には変化

と動作 の二つ の用法があ り,い ずれ も感情や感覚 をその まま表 出する機能 とは異

なる。例 えば感情形容詞 の 「嬉 しい」「悲 しい」 「痛 い」 は 「す る」 と結合 しない

もの もある。13)

(49}*娘 の こ とばが 母親 を嬉 し く してい る。

(50}*冷 たい態 度が 人 を悲 し くして い る。

(51)*注 射 が腕 を痛 くして い る。

この ように結合す ること自体 も難 しく,感 情の動 きの様態 というのはそ もそ もあ

りえず,感 情の変化 は 「なる」 を用 いて 「す る」 を用いない。あ えて,意 志 を持

ってその感情への変化 を起 す場合 には 「させ る」使役形のみ を用 いることとなる。

㈲'娘 の こ とばが母 親 を嬉 し くさせ てい る。(喜 ばせ てい る)

(50}'冷 た い態 度 が 人 を悲 し くさせ て い る。(悲 しませ てい る)

しか し,動 詞 「喜 ぶ 」 「悲 しむ」 の使 役 形 の方 が 使 われ る うえ に,こ れ らは感 情

を まっ た く表 出 してい な い。 した が って,感 情 を表す よ うな 「形 容詞 す る」 は な

い と言 え よう。

(32)



「形容詞 ・形容動詞する」文の構造と意味

7.3.2程 度 副詞 修飾

形 容 詞 は程 度 副 詞 に よる修 飾 が 可 能 で,量 副詞 に よる修 飾 が不 可 能 であ る との

西尾(1972)か ら検 証す る。程度 副 詞 には 「非 常 に」 を,量 副 詞 に は 「た くさん」

を用 い る。 「形 容 詞 す る」 をそ の結 合 の強 さ と文 法 的特 徴 か ら一つ の動 詞 的 振 る

舞 い を とる もの,つ ま り0語 と考 え,程 度 副 詞 に よる修 飾 の可 能性 を捉 え る。

(51)顔が{非 常 に/*た くさん}赤 い。

(1)'部 屋 を{非 常 に/*た くさん}き れ い に して い る。

(2)"'顔 を{非 常 に/*た くさん}赤 くして い る。

(3>'豆 を{非 常 に/*た くさん}甘 く して い る。

(7)'"太 郎 は{非 常 に/*た くさん}お とな し くして い る。

⑳'"太 郎 が お年 寄 りに{非 常 に/*た くさん}親 切 に して い る。

{39)'彼 女 は髪 を{非 常 に/*た くさ ん}長 く して い る。

㈲'子 供 が{非 常 に/*た くさん}騒 が し く して い る。

いずれ も程度副詞 のみ修飾が可能であ り,量 副詞の修飾 は不可であった。これは,

副詞の修飾が 「形容詞する」の実質 的な意味を担 う形容詞それ 自体 に主 としてか

かってい くためで もあ り,「す る」の持つ特徴 による ものであ る。

7.3.3比 較表現

形容 詞 は比較表現 を作 ることが可能で ある。同様 に,「 形容 詞す る」 で も比較

表現 を作 るこ とが で きるか検証す る。

6D'顔 が りん ご よ り も っ と赤 い 。

(1)"部 屋 を太 郎 の 部 屋 よ り も っ と きれ い に して い る 。

(2)""顔 を りん ご よ り もっ と赤 く して い る。

(3)"豆 を砂 糖 菓 子 よ り も っ と甘 く して い る 。

(7)""太 郎 は花 子 よ り も も っ とお とな し く して い る。

(11)""太 郎 は お 年 寄 りに若 い 人 よ り も っ と親 切 に して い る 。

(39)"彼 女 は髪 を か ぐや 姫 よ り も っ と長 く して い る。

{45)"子 供 が 昨 日 よ り も っ と騒 が し く して い る。

この ように,比 較表現 を作 ることが で き変化であれ様態であれ,形 容詞 との近似
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性が見 られた。

8.ま とめ

以上,形 容詞 と 「す る」 が結合 して0つ の動詞 の ように振 舞 う 「形容詞す る」

について,そ の構造 と意味 を中心 に考察 し,文 法 的に多機能であ ることを明 らか

に して きた。その用法が,変 化 または様態,そ してその両方 を示す ものの,三 つ

に分 け られるこ と,さ らに,共 起す る要素 として主体 と対象 の関係性か ら間接対

象 と直接対象 の存在 とそれ らの明示 ・非 明示 についてま とめ た。 また,「 ～ を形

容詞す る」が語結合 のあ り方に よって二義性 を示 すこ と,そ して,テ ンス ・アス

ペ ク ト的意味,結 果構文 との関わ りにつ いて も「形容詞す る」の特異性が確 認 され

た。 また,形 容詞文 との関係 では,テ イル形の示 す動作性 の弱体化 や属性叙述 の

特徴,ル 形が未来ではな く現在 を表す点が,形 容詞文 と似 てい ることがわかった。

この ように意味 ・用法の点で も,形 容詞文 との近似性の点で も,そ の多機能性 の

広が りを見 ることがで きた。本稿 では,特 に 「す る」が形容詞 という品詞,あ る

い は形容詞が持つ文法的特徴 や意 味 といった分野 にまで,そ の広が りを示す こと

が明 らか にされた。

なお,本 稿 では,構 文論的観点か らしか分析 す ることがで きなか ったが,0部,

形容 詞文 との比較 で触 れた ように,「 形容詞 す る」文が対人 的機能 として一文 を

発す る とい う レベルで どの ような働 きを示すのか について考察 する必要が ある。

また今後 はこの他 さまざまな語 との共起 が可能 な 「する」 について,そ の0つ0

つ を考察す ると共 に,そ の姿 を 日本語全体 の中で捉 え位置づけてい きたい。

注

本稿での記号 について、*は 非文、?不 自然、#意 味的に対応 しない、を表す。

1)形 式動詞,機 能動詞,軽 動詞 などと呼ばれ ることがあるが,そ れぞれの意味する範

囲は異な り単純に比較す ることはここではで きないが,も っとも広い概念は形式動

詞である。「名詞+動 詞」の語結合が機能動詞であるため 「形容詞+す る」はその範

躊外(拙 稿2007),ま た,軽 動詞 は定性制限 と統語的操作 の禁止が必須であ り,か

つそれは名詞句 に限 られていることか らやは りその範躊外 ということになる。本稿

の議論は形式動詞の範疇 ということになる。詳細な比較は別稿で述べる。

2)村 木(1991)で は,語 と語の結合の強 さか ら機能動詞の研究 を行 っているが,そ の

中心 は 「名詞+動 詞」であ り本稿 の考察対象である 「形容詞す る」 は 「機能動詞結

合に近接 したむすびつ き」 と述べ る。 また軽動詞 の研究 もあるが(影 山2004な ど)
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「形容詞 ・形容動詞する」文の構造と意味

「青 い 目を してい る」 に限定 されて いる。本稿 で は まず基本 的 な文 の要素 同士 の関係

性 や意 味の分 析 な どか ら 「形容 詞 す る」 を考 察 し,機 能動 詞,軽 動 詞,両 者 の研 究

の外 にある 「形容 詞す る」が どうい う動詞述 語 であ るか明 らかにす る もの であ る。

3)類 義語 「や る」 の 「形容 詞や る」 は,変 化 の意 味 は持 たず,も っぱ ら 「様態 」 を示

す。 「ゲーム を楽 し くす る」 は変化 を,「 ゲ ーム を楽 し くや る」 は様態 を示す 。

4)様 態 の用法 で は,「 サ マ を生起 させ る主体」 と 「サマ の持 ち主」 とい う名づ けが意 味

的 に な じまない ところが あ る。 「花 子 はか ばん を大切 にす る」 の 「花子 」 は 「大 切」

とい う 「サ マ を生 起 させ る」 と言 えるか,あ るい は,「 か ばん」 は 「大切 」 とい う

「サ マ の持 ち主」 か とい う点 で あ る。 「大切 」 とい うサ マ の感 情 の持 ち主 と して は

「花子 」,「大切」 とい う感情が 向 け られ る相 手 として,結 果 そ のサマ を持 つ 「か ばん」

であ る。 そ こで,こ こで は中北(1993)の 用語 で は な く,主 体 と対象 として捉 え直

した。

5)「 動作性 名詞 ヲ形容詞 スル」 は両 義性 を持つが,様 態 と変化 の どち らか が強 く意味 さ

れ る場合 もあ り,「 独 立 を急 にす る」 の ように様態 の 意味合 い の強 い もの もあ るが,

非動 作性 名 詞の場 合 とは異 な りや は り両義性 を保 って いる。 これ らは,形 容 詞 と動

作性 名詞 との語彙 的意 味合 いの関係 に よる もの と考 え られ る。

6)結 果構 文 に も産物 志 向か被 動作 主志 向か は判 然 と しない と宮腰(2007)も 述 べ てい

るが,「 形容 詞 す る」 文 は常 に どち らも示 しうる とい う点で,「 作 る」 の よ うな産物

志 向の動詞 とは異 な ってい る。

7)本 稿 で は結 果構 文の うち,形 容 詞 ・形容 動詞 が結 果 の副詞 と して働 く場合 に限定 し

て と りあげ た。 この ほか,「 す る」文 には宮腰(2007)の 「移動 物志 向」 の タイプ も

あ り,そ の意 味 ・用 法 ・機 能 の広 が りを示 唆 してい る。 この点 につ い ては別稿 で述

べ たい。

8)結 果構 文な ど先 行研 究で はいずれ も 「結果」 と名づ けてい るが,「 壁 を白 く塗 る」 は,

テ ンス的意味 は未来 であ り,「 塗 る」動 作 は 「白 く」 とい う方 向性 と並 び立つ 。 こ う

考 える と一概 に 「結 果」 とす るには違和感 が あ る。 「白 く塗 る」 は動作,様 態 とい う

側 面 もい くらか持 ち,一 方 「白 くす る」 は 「白 く」 と 「塗 る」 の 関係 よ りも 「変化 」

の側面 が む しろ強 い と思 われ るので あ る。 そ のた め,本 稿 で は 「変化 の方 向性」 と

名 づ けた。 た だ し,研 究 史で す で に結 果 の副詞 との呼 び方 は定着 してい る感 が あ る

ため,こ の 点 は副 詞 の研 究で 考 えて い きたい と思 う。 こ こでは印象 に近い もの を述

べ るだ けに留め る。

9)本 稿 で は形 容詞 ・形容動 詞 に限定 してい るが,「 花子 は眠 くて{う とう と した/う と

うと していた}。」 の ような例 も様 態 を表す が,「 た」 「ていた」 の両方 が可能 であ る。

10)形 容 詞の分類 で は,属 性 形容 詞 にあ た る もの(属 性 形容詞 して いる)が 状 態 描写 で

きず属 性叙 述 にな る もの であ り,感 情 形 容詞 にあ た る もの(感 情 形 容詞 して い る)

が状 態描 写 で きる と考 え られ る。属性 叙述 に関 して はで きる もの もで きない もの も

あ る ようなので,こ の点 につ いて は別稿 で考察 したい。

11)テ イル形で な くて も,「 太郎 はいつ も しつ こ くす るか ら嫌 い だ」 「太郎 はいつ も しつ

こいか ら嫌 いだ」 の よ うに太郎 の属 性 を述 べ る文が可 能 なル形 もあ る。
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12)変 化の結果の継続 を表す場合,「 花子は爪 を赤 くしている」は一時的な状態であるた

め,状 態描写である。「花子 は父か らもらったかばんを大切 に している。/花 子は父

か らもらったかばんが大切だ。」「母はいつ も玄関をきれいにしている。/*母 はい

つ も玄関が きれいだ。」「太郎 は机の中をいつ も汚 くしている。/太 郎は机 の中がい

つ も汚い。」主体 と対象 の関係が所有関係 にある場合は,形 容詞文 との言い換 えが可

能である。 しか し,こ れ らが主体の属性 を叙述 しているか とい う点では断定 しきれ

ない。一文の機能については今後考察 したい。

13)感 覚を表す形容詞 として 「痛い」「きつい」「冷たい」「熱い」などがあ り,こ れ らは

「する」 と結合で きる場合がある。「痛 くしないで」「きつ くしたら」「冷た くするな」

な ど。 しか し知覚その もの を表出することはないので、感情形容詞のような人称制

限はないと考 える。
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